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編集後記：この夏の猛暑に関連して，マスコミの取材

を受ける機会が何回かあった．限られた時間の枠内で，

科学的な話題についてこちらの真意を分かりやすく相

手に伝えるのは，やはり容易なことではない．こちら

の説明の仕方の拙さには違いないのだが，対象の本質

を外さず，卑近な例を交えつつ相手の期待する分かり

やすさのレベルに持ってゆくにはかなりの工夫が要

る．例えば，異常気象の解説において，停滞性ロスビー

波束の伝播に関連し，波動の群速度の概念は避けて通

れない．しかし，この説明にはなかなか苦労させられ

る．聞き手が理科系出身ならば比較的楽なのだが，文

科系出身者が相手の場合はやはり骨が折れる．

　何回か取材を受けるうち，気象というのは常に我々

の身近に感じられるものだから，その解説も誰でも理

解できるものであって欲しいという聞き手側の期待が

感じられてきた．例えば，素粒子関連の話題なら，鍵

となる専門用語を1っ持ち出せば，俗世間とは隔絶さ

れた深遠・崇高な最先端の科学の雰囲気が醸し出され

る．聞き手がその難解な中身を理解できなくとも構わ

ない．だが，気象の場合，それでは済まされない．例

えば，天気や科学のコーナー以外では，ロスビー波と

いう専門用語を持ち出せない場合が殆どのようだ．

　こうした違いは，気象学が実学的側面を明確に備え

た自然科学であることにも由来するのであろう．実際，

天気予報や異常気象，環境問題など，気象学は我々の

日常生活の身近な部分に深く根付いている．そして，

温暖化問題や天候デリバティブなど，今後も実学的側

面の重要性は堅持されるであろう．

　一方，その実学的側面が，少なからぬ若者に気象学

への興味を抱かせ，この分野への人材供給を助けてい

た一面もある．一昔前までは，自分で天気図が描けな

ければ，海や山で遭難の憂き目に遭った．だから，天

気図の読み方と描き方，それに関連した日本の四季の

天気については，義務教育課程できちんと教えること

になっていた．しかし，天気情報の入手が容易になっ

た現在，学習指導要項からはその部分が大幅に削減さ

れてしまった．今日でも，大学院の入試面接で気象分

野を志望した動機を尋ねると，身近に感じられる科学

だからと答える学生が少なくない．身近で簡単そうと

安易に考える輩がいることも事実だが，少子化の進む

中，そうした興味を抱く学生が少しでも増えれば喜ば

しい．そのためにも，小・中・高校での大気海洋分野

の教育について，学会としての対応も必要であろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村　尚）
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